
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指
し
、
住
民
に
は

「
自
然
環
境
と
生
活
環
境
の
調
和
あ
る

住
み
よ
い
町
」
と
し
て
、
「
住
み
た
い

町
、
訪
ね
た
い
町
」
を
目
標
に
し
て
い

る
と
い
う
。

こ
ん
な
想
い
に
ひ
た
り
つ
つ
、
三
度

改
造
さ
れ
た
こ
の
宿
の
部
屋
か
ら
、

「
駒
子
餅
」
を
賞
味
し
つ
つ
、
上
越
の

山
な
み
を
み
る
。
朝
も
や
に
、
東
山
魁

夷
え
が
く
青
か
か
っ
た
墨
絵
の
よ
う
な

大
き
な
風
景
は
以
前
と
殆
ど
変
り
な

く
、
上
越
新
幹
線
も
、
関
越
自
動
車
道

も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
沈
ん
で
目
立
た
な

い
。
近
く
の
数
百
年
の
樹
齢
の
杉
木
立

な
ど
鎮
守
の
森
の
諏
訪
仙
押
社
も
全
く
変

り
が
な
い
。
ふ
と
脳
裏
に
ビ
デ
オ
の
映

像
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
夜
の
く
つ
ろ

ぎ
の
ひ
と
と
き
器
用
な
先
輩
に
よ
る
十

日
町
小
唄
、
相
川
普
頭
の
手
ぶ
り
と
リ

ズ
ム
が
浮
ん
で
き
た
。
当
初
か
ら
の
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
数
名
に
す
ぎ
な

い
。
今
は
亡
き
加
余
名
の
先
輩
同
僚
の

学
恩
を
思
わ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
拙

文
が
い
さ
さ
か
心
情
吐
露
に
堕
し
た
こ

と
に
御
寛
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
雪
国
で
あ
っ
た
」
そ
の
越
後
湯
沢
駅

に
こ
の
夏
も
降
り
た
っ
た
。
海
抜
三
六

五
米
の
表
示
が
あ
る
。
昭
和
四
一
一
年
夏

か
ら
欠
か
さ
ず
二
六
回
目
で
あ
る
。
避

暑
で
は
な
い
。
年
数
回
経
営
研
究
の
集

会
を
続
け
る
あ
る
研
究
委
員
会
の
夏
の

み
同
じ
場
所
で
の
一
一
泊
三
日
の
二
○
名

前
後
の
集
中
討
議
の
た
め
で
あ
る
。
川

端
康
成
の
「
雪
国
」
の
舞
台
で
あ
り
執

筆
の
場
で
も
あ
っ
た
旅
館
（
今
は
ホ
テ

ル
と
い
う
）
「
高
半
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

有
数
の
ス
キ
ー
場
の
夏
の
閑
散
期
と
い

う
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
昭
和
五
七
年
一
一
月
上
越
新

幹
線
の
開
通
、
加
え
て
い
ざ
な
ぎ
景
気

に
見
合
う
バ
ブ
ル
経
済
を
迎
え
て
、
昭

和
六
○
年
前
後
か
ら
、
全
国
有
数
の
リ

ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
の
典
型
と

な
っ
て
、
ま
ち
は
変
容
し
始
め
た
。
平

成
二
年
三
月
末
三
五
棟
（
七
○
二
○
戸
）

今
は
五
○
棟
を
こ
え
急
激
な
都
市
化
で

あ
る
。
昭
和
四
○
年
の
観
光
客
百
五
○

万
人
が
今
八
百
万
人
と
い
う
。
住
民
の

生
活
環
境
の
激
変
、
さ
り
と
て
経
済
的

…謹聴職蕊設

臨函

篭繍

琢癖

覇

竪葺鯉

八
そ
の
姉
Ｖ

夏
ま
た
き
て
想
う

「
雪
国
」
越
後
湯
沢

米
花
稔
念
無
謹
鐸
教
授
〉

端康成

恩
恵
も
な
い
わ
け
で
な
い
。
そ
の
間
の

地
域
の
と
ま
ど
い
は
、
新
潟
日
報
報
道

部
著
「
東
京
都
湯
沢
町
」
（
平
成
元
年

一
○
月
刊
）
に
具
体
的
に
の
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
さ
ら

な
る
問
題
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
町
を

歩
く
と
、
か
つ
て
ス
キ
ー
関
係
の
店
舗

と
民
宿
の
ほ
と
ん
ど
が
休
業
中
の
看
板

の
夏
場
、
今
は
か
な
り
の
店
舗
が
店
を

開
き
多
少
と
も
賑
っ
て
い
る
。
千
米
の

湯
沢
高
原
へ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
も
昨
年

末
定
員
一
六
六
名
世
界
一
の
規
模
に
改

造
さ
れ
て
い
る
。
近
く
の
湯
沢
町
歴
史

民
俗
資
料
館
で
雪
国
の
く
ら
し
を
し
の

ぶ
の
み
で
あ
る
。

と
は
い
え
国
勢
調
査
人
口
昭
和
四
○

年
九
、
六
五
一
人
は
、
四
半
世
紀
後
の

今
も
殆
ど
変
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も

サ
ー
ビ
ス
業
中
心
の
ま
ち
と
し
て
、
住

民
登
録
し
て
い
な
い
定
住
に
近
い
人
々

も
相
当
あ
る
よ
う
で
、
昨
年
夏
か
ら
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
若
い
季
節
的
お
手

伝
い
さ
ん
も
散
見
し
始
め
て
い
る
。
町

勢
要
覧
を
み
る
と
、
町
長
は
四
季
を
通

じ
て
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ー
バ
ン
。

雛

マンションのまちなみ

騨
議

晦畠Ｐ員嗣司一面蝉

瓦のまちなみ

遥 4０
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巴

多目的交流サロン

Ｉ

瀞
’

認といつし｡<農ぞ

4１

閃

赤ちゃん:足立奈々穂ちゃん(平成4年６月'日生）
パパ: 和之さんママ: 宏美さん
お姉ちゃん:沙耶香ちゃん(左）亜里沙ちゃん(右）
「自分の考えをはっきり言える、そして
笑顔の似合う素直な子に育って欲しい｡ 」

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
垂575-1024(病室恋576-9639）
市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●

■お問合せ

〒6 5 O

神戸市中央区
北野町2 丁目1 6 - 3 6

シアターポシェット

佐本幸子
TE L O 7 8 - 2 4 2 - 3 9 5 9

F16hX､078-222芦”0２
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井植文化賞

光
安
義
光

唖

|Ｉ

山
村
硝
子
株
式
会
社

色
地
域
活
動
部
門

■
文
化
芸
術
部
門

園 '賞 者| 圏展
八
代
表
山
村
武
Ｖ

八
建
築
家
Ｖ 社団法人井植記念会主催

第1 6回

科
教
諭
と
↑

在
に
至
る
。

館
な
ど
の
程

多
数
手
が
畔

１
４２
１１１

一
九
七
一

い
で
、
あ
垂

を
続
け
て
恥

園

唖
命
群

５曲２

戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三

洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、
故
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ

っ
て
昭
和
“
年
ｎ
月
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
「
井
植
記
念

会
」
。
同
会
で
は
兵
庫
県
在
住
又
は
兵
庫
県
に
ゆ
か
り
の
深

い
人
の
中
か
ら
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
人
を
受
賞
の

対
象
と
し
て
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の

よ
り
一
層
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
『
井
植
文

化
賞
』
を
昭
和
砲
年
よ
り
設
定
し
ま
し
た
。
今
回
で
第
蛤
回

を
数
え
、
各
分
野
の
評
論
家
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
部
門
ご

と
に
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
、
６
部
門
の
受
賞

者
が
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て

賞
金
・
個
人
訓
万
円
、
団
体
帥
万
円
、
さ
ら
に
ラ
イ
オ
ン
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ら
“
『
諏
一
『
・
一
禰
浬

７
ｆ
心
甜
邪
恥
ｒ
》
１
Ｖ
。
グ
ー
侭
Ⅱ
Ｆ
Ⅱ
封
Ｌ
坐
郡
上
ｒ
一
緬
孔
ｒ
兵
一
一
に
卜
陰
ひ
ぃ
り
じ
赤
如
一
一
「
ｊ
／
一
七
一
一
一
位
胸
二
Ｐ
し
保
年
ト
ム
土

そ
の
経
費
に
約
六
億
円
の
赤
字
を
出
し
な
が
ら
、
年
間
別
万
ト
ン

の
あ
き
び
ん
を
回
収
し
、
再
利
用
し
て
い
る
。
長
年
に
亘
っ
て
貫

か
れ
た
環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
企
業
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

1
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八
代
表
長
島
陸
Ｖ

１
４３
１

同
名
の
テ
レ
ビ
番
組
を
基
に
編
集
し
た
シ
リ
ー
ズ
４
冊
目
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
昭
和
鯛
年
の
放
送
開
始
以
来
、
番
組
の
歩
み
と
と

も
に
節
目
を
と
ら
え
て
刊
行
さ
れ
た
。
「
兵
庫
史
」
が
歩
ん
だ
焔
年

の
問
に
社
会
は
大
き
く
変
動
し
た
が
、
そ
の
一
方
ふ
る
さ
と
の
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
は

町
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
な
ど
社
会
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
た
。

■
社
会
福
祉
部
門

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
連
絡
会

神
戸
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
、
同
大
学
修
士
課
程
、
京
都
大

学
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、
髄
年
ｎ
月
工
学
博
士
号
取
得
。
平
成

元
年
３
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
応
用
化
学
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

通
じ
て
有
機
合
成
化
学
上
重
要
な
新
反
応
を
数
多
く
開
発
、
特
に

無
機
固
体
表
面
を
利
用
し
た
高
選
択
的
合
成
反
応
な
ど
画
期
的
新

反
応
の
開
発
に
は
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

神
烏
安
啓

昭
和
弱
年
論
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
の
民
間
相
互
の
立
場
で
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、
科
学
、
技
術
な
ど
を
通
じ
て
両
国
の
友
好
親

善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
へ
の
ブ
ー
タ
ン
の
選
手
招
請
、

又
ミ
シ
ン
、
消
防
車
、
救
急
車
、
編
み
機
の
贈
呈
、
そ
し
て
そ
の

指
導
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
の
活
動
は
広
く
評
価
さ
れ
る
。

兵
庫
県
下
の
点
訳
グ
ル
ー
プ
が
、
お
互
い
の
情
報
交
換
や
技
術

の
向
上
を
図
り
、
個
々
の
グ
ル
ー
プ
で
は
解
決
困
難
な
課
題
に
全

体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
為
に
１
９
８
３
年
担
月
に
結
成
。
現

在
、
県
下
弱
グ
ル
ー
プ
（
約
千
名
）
が
加
盟
し
て
い
る
。
１
９
８

８
年
、
パ
ソ
コ
ン
点
訳
の
導
入
に
よ
っ
て
画
期
的
に
発
展
。
日
本

全
国
か
ら
の
点
訳
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
る
。

■
国
際
交
流
部
門

神
戸
ブ
ー
タ
ン

友
好
協
会

■
報
道
出
版
部
門

■
科
学
技
術
部
門

「
兵
庫
史
を
歩
く
」

（
全
四
巻
） 八

神
戸
大
学
工
学
部
助
教
授
Ｖ

八
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
絹
Ｖ

八
会
長
斎
藤
悠
子
Ｖ

蕊鍵

勺聯- ｰ ・

I響
蕊

ｉｉｉ
灘
鍵蕊鋳

耀･篭患'１
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篭

建
築
が
音
楽
に
擬
せ
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
綜
合
的
な
調
和
の
美
が
、
機
能
性

と
と
も
に
重
視
さ
れ
る
か
ら
だ
が
、
な

か
に
は
個
性
が
き
ら
び
や
か
に
む
き
出

し
に
優
先
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
。

だ
が
、
主
と
し
て
公
共
建
築
を
手
が
け

て
き
た
光
安
作
品
群
は
、
当
然
な
が

ら
、
公
共
性
が
完
壁
な
か
た
ち
で
追
求

さ
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
ピ
バ
ル
デ

ィ
や
バ
ッ
ハ
の
曲
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
光
安
な
ら
で
は
の
特
色
に
貫
ぬ
か

れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
す
で
に
親
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
県
庁
舎
は
さ
し
ず
め
一

大
交
響
曲
だ
が
、
そ
の
偉
容
の
細
部
の

や
さ
し
い
仕
上
げ
に
こ
め
ら
れ
た
誠
実

な
温
か
さ
は
、
信
頼
感
を
そ
そ
る
し
、

あ
の
県
民
会
館
の
下
町
感
覚
は
、
酔
っ

文
化
芸
術
部
門

〃
凍
れ
る
音
楽
〃
に
機
能
す
る

誠
実
な
人
間
味

光
安
義
光

て
大
言
壮
語
す
る
で
も
な
く
、
酒
を
愛

し
酒
場
の
片
隅
で
静
か
に
杯
を
傾
け
る

光
安
の
謙
虚
な
人
柄
を
妨
桃
さ
せ
る
。

近
代
美
術
館
の
二
階
展
示
場
へ
導
く
な

だ
ら
か
な
傾
斜
の
ア
プ
ロ
ー
チ
壁
面
の

照
鯛
の
何
た
る
優
し
さ
ｌ
こ
の
美
術

館
全
館
の
照
明
計
画
が
金
賞
受
賞
の
ほ

か
、
、
明
石
愛
老
園
、
子
供
病
院
、
大
学

Ｉ
幼
稚
園
な
ど
教
育
施
設
を
通
じ
、
建

築
プ
ロ
パ
ー
の
諸
賞
、
自
治
体
の
功
労

賞
を
受
け
、
国
か
ら
は
勲
五
等
双
光
旭

日
章
の
叙
勲
だ
が
、
社
交
的
動
き
を
好

ま
ぬ
人
柄
は
、
栄
え
あ
る
〃
ま
ち
な
か

の
文
化
賞
″
た
る
本
賞
に
こ
そ
ず
ば
り

の
〃
隠
れ
た
大
物
″
を
心
か
ら
推
す
次

第
で
す
。
八
赤
根
和
生
Ｖ

連
絡
先

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
胆
ｌ
拓

ミ
ワ
ポ
シ
ビ
ル
４
Ｆ

電
話
○
七
八
（
三
九
一
）
○
○
七
五

●
第
恥
凹
井
植
文
化
賞

★
選
考
委
員

赤
根
和
生

八
美
術
評
論
家
Ｖ

伊
藤
誠

八
姫
路
市
立
美
術
館
副
館
長
Ｖ

増
田
洋

八
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
次
長
Ｖ
学
校
法
人
山
田
学
園
学
園
幼
稚
園

凸
選
考
経
過

１
４４
１

文
化
芸
術
部
門
は
、
年
度
毎
に
美
術
、

文
学
、
音
楽
の
分
野
別
で
選
考
が
行
わ

れ
る
。
美
術
部
門
の
選
考
年
の
今
年
、

ま
つ
先
に
、
建
築
の
光
安
義
光
の
名
が

挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
現
代
美
術
の

植
松
圭
一
一
、
榎
忠
、
松
谷
武
判
の
名
が

あ
が
り
、
３
人
共
、
国
際
作
家
と
し
て
の

ス
ケ
ー
ル
あ
る
活
躍
が
評
価
さ
れ
た
。

他
に
候
補
者
と
し
て
、
彫
刻
の
山
口
牧

生
、
日
本
版
画
協
会
の
河
原
英
雄
、
洋

画
の
小
松
益
喜
、
染
色
工
芸
の
稲
垣
和

子
ら
の
名
前
が
挙
が
っ
た
。
ま
た
、
抽

象
画
の
津
高
和
一
、
具
象
の
品
川
裕
二

郎
の
風
格
あ
る
作
家
活
動
に
も
評
価
が

あ
っ
た
、
や
は
り
光
安
氏
が
兵
庫
県
庁

舎
、
県
立
近
代
美
術
館
、
県
民
会
館
と

い
っ
た
行
政
建
築
や
、
子
供
病
院
、
堀

光
美
術
館
、
神
戸
学
院
大
学
図
書
館
な

ど
を
多
数
手
が
け
て
お
り
、
社
会
的
貢

献
度
が
大
き
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
芸
術
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

が
あ
る
こ
と
か
ら
受
賞
の
運
び
と
な
っ

た
。

１．河口魂夫く現代美術＞
２．山田幸平く作家＞
３．枇井和子くピアニスト＞
４．荒木高子く陶芸家＞
５．多田智満子く詩人＞
６．田原冨子くピアニスト＞
７．昇外義く画家＞
８．安水稔和く詩人＞
９．延原武春く指揮者＞
1 0 ．山沢栄子く写真家＞
1 1 ．神戸灘ライオンズクラブ
1 2 ．青木はるみく詩人＞
'3.今竹七郎〈鰯ﾁｭｸ＞
1 4 ．菅沼澗く演出家＞
1 5 ．宇江敏勝く作家＞

⑲
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル
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素
複
素
環
化
合
物
の
非
常
に
有
用
な
合

成
法
を
次
々
と
開
発
し
て
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
こ
れ
ま
で
合
成
で
き
な
か
っ
た

新
規
含
フ
ッ
素
複
素
環
化
合
物
が
短
い

ス
テ
ッ
プ
で
数
多
く
合
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
化
合
物
群
の
中
に
は
顕

著
な
抗
高
脂
血
症
作
用
や
血
小
板
凝
集

阻
害
作
用
な
ど
を
示
す
有
用
な
生
理
活

性
物
質
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
じ
て

有
機
合
成
化
学
上
重
要
な
新
反
応
を
数

多
く
開
発
、
そ
の
中
に
は
無
機
固
体
表

面
を
利
用
し
た
高
選
択
的
合
成
反
応
等

画
期
的
新
反
応
も
あ
り
、
そ
の
業
績
は

国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

八
北
膝
卓
Ｖ

連
絡
先

西
宮
市
門
戸
岡
田
町
旧
ｌ
釘

電
話
○
七
九
八
（
五
二
）
五
一
二
三

☆
選
考
委
員

副
作
用
が
全
く
無
く
、
し
か
も
非
常

に
よ
く
効
く
医
薬
、
ま
た
特
定
の
虫
や

雑
草
に
の
み
効
き
、
他
に
は
全
く
無
害

な
農
薬
、
こ
の
よ
う
な
高
選
択
的
医
薬

・
農
薬
こ
そ
人
類
に
と
っ
て
夢
の
「
く

す
り
」
だ
。
そ
ん
な
「
く
す
り
」
を
実

現
さ
せ
う
る
生
理
活
性
物
質
と
し
て
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
含
フ
ッ
素
複

素
環
化
合
物
だ
が
、
こ
れ
ら
の
化
合
物

は
従
来
の
方
法
で
は
極
め
て
合
成
が
難

し
く
、
そ
の
有
効
な
合
成
法
の
開
発
を

目
指
し
て
各
国
の
研
究
者
が
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

神
烏
安
啓
助
教
授
は
こ
こ
数
年
間
こ

の
テ
ー
マ
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ま
で
に
ア
ル
デ
ヒ
ド
ヒ
ド
ラ
ゾ
ン
類

の
ア
ゾ
メ
チ
ン
炭
素
上
で
の
求
電
子
置

換
反
応
と
言
う
独
創
的
な
新
反
応
を
発

見
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
各
種
含
フ
シ

科
学
技
術
部
門

含
フ
ッ
素
複
素
環
化
合
物

合
成
法
の
開
発

神
烏
安
啓

●
第
焔
回
井
植
文
化
賞

１．撰井春輔く岩盤力学＞
２．杉山武敏く遺伝子学＞
３．土田広信く農芸化学＞

4.嶋田勝次く謹箪画.＞
詠沢村誠志〈潅識＞
６．安藤四一く音響の研究＞

K:灘憂毒謹曹学〉
9.中岡睦雄<寵亘譲ｸ＞
1 0 ．清水晃く微生物生態学＞
1 1 ．岡田安弘く脳機能生理学＞
1 2 ．賀谷信幸く計測工学＞
1 3 ．田中千賀子く薬理学＞
1 4 ．安田武司く熱滞病用植物学＞
1 5 ．慶畑和志く整形外科学＞

尾
崎
叡
司

八
神
戸
大
学
農
学
部
長
Ｖ

卓

上
茶
ｊ
’

八
神
一
戸
大
学
工
学
部
長
Ｖ

本
間
守
男

八
神
戸
大
学
医
学
部
長
Ｖ

飯
尾
理
郎

八
神
戸
新
聞
社
編
集
局
文
化
部
長
Ｖ

１
４５
１

、
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

今
年
の
科
学
技
術
部
門
は
、
い
ず
れ

も
神
戸
大
学
の
工
学
部
系
か
ら
神
烏
安

啓
氏
、
農
学
部
系
か
ら
は
畜
産
グ
ル
ー

プ
の
名
前
が
あ
が
っ
た
。
な
お
、
医
学

部
系
か
ら
の
候
補
者
は
な
か
っ
た
。

昨
年
も
候
補
に
あ
が
っ
て
い
た
応
用

化
学
の
神
烏
安
啓
氏
は
、
こ
こ
数
年
間

含
フ
ッ
素
複
素
環
化
合
物
の
合
成
法
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
化

合
物
群
は
有
用
な
生
理
活
性
物
質
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
合
成
法
が

極
め
て
難
し
い
。
が
、
そ
の
効
率
よ
い

合
成
法
を
氏
は
開
発
し
て
い
る
。

農
学
部
の
畜
産
グ
ル
ｉ
プ
で
は
、
豚

の
品
種
改
良
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

多
産
系
で
生
長
期
間
が
短
く
、
な
お
か

つ
肉
質
の
良
い
新
品
種
を
あ
み
だ
そ
う

と
い
う
も
の
で
、
そ
の
精
力
的
な
研
究

活
動
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
将
来
的
に
も
人
類
に
と
っ

て
大
い
に
有
用
と
思
わ
れ
る
分
野
の
業

績
が
認
め
ら
れ
、
神
烏
安
啓
氏
に
決
定

し
た
。

■
選
考
経
過
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１．福釆四郎
２．小畑延子
３．神戸市市友生養護学校
４．春木幸子
５．富永繁男
６．神戸大学看謹ボランティア
７．米田寛子
８．神戸東部地域
入浴サービス実施委員会

９．涌井安太郎
1 0 ．山水博繁
1 1 ．エリア会、ＯＨＰこうべ
1 2 ．誕生日ありがとう運動
1 3 ・兵庫ボランティア協会
1 4 ．神戸いのちの電話
１５．賀川記念館

今
回
の
社
会
福
祉
部
門
は
、
昨
年
同

様
、
地
道
な
活
動
を
長
く
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
県
下
を
対
象
に
し
て
い
る
井
植
文

化
賞
が
、
や
や
神
戸
市
内
に
か
た
よ
り

が
ち
に
な
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
選
考

は
行
わ
れ
た
。

重
度
障
害
者
の
能
力
を
開
発
す
る
た

め
、
学
習
会
を
開
い
て
い
る
あ
ゆ
み
教

室
は
、
地
域
的
な
広
が
り
を
も
っ
た
活

動
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
も
候

補
に
挙
が
っ
て
い
る
県
立
西
宮
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
加
年
近
い

活
動
歴
を
も
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
草
分
け
と
も
い
え
る
。
同
じ
く
昨
年

も
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
、
兵
庫
県
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

の
協
力
で
、
全
国
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
点
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
県
下
調
ゲ

ル
ー
プ
が
加
盟
し
、
横
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
前
進
し
て
き
た
同
連
絡
会
。
錨

の
全
て
の
グ
ル
ー
プ
に
エ
ー
ル
を
送
る

と
い
う
意
味
か
ら
も
、
今
回
の
井
植
文

化
賞
は
、
同
連
絡
会
に
決
定
し
た
。

●
第
聡
回
井
植
文
化
賞

所
在
地

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
２
丁
目
１
１
旧

兵
庫
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話
○
七
八
（
二
四
二
）
四
六
三
七

全
国
四
十
一
カ
所
の
端
末
器
で
即
座
に

情
報
が
入
手
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な

事
業
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
連

絡
会
と
し
て
は
、
「
点
訳
版
兵
庫
県
観

光
ガ
イ
ド
」
を
障
害
者
の
立
場
で
製
作

し
全
国
へ
提
供
し
て
い
る
し
、
ま
た
三

年
間
か
け
て
「
英
和
中
辞
典
」
を
点
訳

完
成
、
現
在
は
「
国
語
辞
典
」
の
点
訳

に
も
取
り
く
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
最
も
早
く
点
訳
Ｏ

Ａ
化
に
取
り
く
ん
だ
技
術
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
県
下
の
み
な
ら
ず
全
国
の
障

害
者
に
信
頼
さ
れ
、
ま
た
「
希
望
」
と

も
な
っ
て
い
る
。
八
野
上
文
夫
Ｖ

一

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
は
、
県
下
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

互
い
の
研
さ
ん
と
情
報
交
換
の
た
め
、

昭
和
五
十
八
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
三

十
六
グ
ル
ー
プ
、
会
員
約
千
名
で
多
彩

な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、
点
訳
入
門
、
指
導
者

養
成
を
は
じ
め
、
点
訳
二
○
番
、
点

字
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
て
ん
や

く
広
場
」
の
諸
活
動
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
か
ら
毎
週
火
・
金
開

設
の
一
一
○
番
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
相
談
や
点
訳
依
頼
、
障
害
者
か
ら

の
点
訳
の
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
る
。

日
本
ア
イ
・
ピ
ー
。
エ
ム
の
障
害
者

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
て
ん
や

く
広
場
」
へ
は
最
初
か
ら
特
別
指
定
モ

デ
ル
と
し
て
参
加
協
力
し
、
今
日
で
は

’
4６
１

⑬
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

凸
選
考
経
過

社
会
福
祉
部
門

全
国
に
先
が
け
点
訳
Ｏ
Ａ
化

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
連
絡
会

☆
選
考
委
員

津
田
一
元

〈
率
葬
雷
麺
社
論
鯉
委
員
室
〉

野
上
文
夫

〈
副
錨
罷
極
寒
諏
雌
鐸
授
〉

明

蓮
促
進
鱈
会
事
務
局
長
Ｖ

、
第
噸
回
井
植
文
化
賞
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品
に
再
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

た
め
の
経
費
が
毎
年
約
六
億
円
の
赤
字

だ
か
ら
、
こ
れ
は
な
か
な
か
仙
痔
社
が
マ

ネ
で
き
な
い
。

山
村
硝
子
の
運
動
の
立
派
さ
は
二
つ

あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
こ
れ
を
始
め
た

先
代
社
長
徳
太
郎
氏
の
先
見
性
、
そ
の

背
後
に
あ
る
哲
学
の
立
派
さ
だ
。
も
う

一
つ
は
、
そ
の
後
二
十
年
間
、
会
社
ぐ

る
み
で
志
を
受
け
つ
い
で
き
た
取
り
組

み
の
立
派
さ
だ
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
説
く
人
は
多

い
。
し
か
し
実
行
し
続
け
る
人
は
少
な

い
。
継
続
こ
そ
リ
サ
イ
ク
ル
の
生
命
。

二
十
年
の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

八
長
島
晴
雄
Ｖ

こ
と
し
は
南
米
の
リ
オ
で
地
球
環
境

サ
ミ
ッ
ト
も
開
か
れ
た
。
い
ま
な
ら
資

源
や
環
境
問
題
の
大
切
さ
は
誰
も
が
口

に
す
る
が
、
二
十
年
前
は
ど
う
か
。

製
び
ん
会
社
山
村
硝
子
の
先
代
社
長

山
村
徳
太
郎
氏
が
、
あ
き
び
ん
を
回
収

再
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
始
め

た
の
は
、
一
一
十
年
前
の
一
九
七
二
年
の

こ
と
。
ま
だ
消
費
は
美
徳
と
は
や
さ
れ

使
い
捨
て
が
流
行
語
の
時
代
だ
か
ら
、

い
か
に
山
村
氏
の
先
見
性
が
ズ
バ
抜
け

て
い
た
か
が
わ
か
る
。

い
ま
や
同
社
の
あ
き
び
ん
回
収
拠
点

は
全
国
二
万
三
千
カ
所
（
兵
庫
県
下
三

三
一
一
一
カ
所
）
カ
レ
ッ
ト
（
く
だ
い
た

再
利
用
資
源
）
セ
ン
タ
ー
二
十
六
（
兵

庫
県
下
で
は
加
古
郡
播
磨
町
新
島
）
。

年
間
二
十
万
ト
ン
を
回
収
し
て
同
社
製

地
域
活
動
部
門

あ
き
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

山
村
硝
子
株
式
会
社

●
第
咽
回
井
植
文
化
賞

☆
選
考
委
員

武
術
晴
雄

八
㈱
地
崎
工
業
顧
問
Ｖ

長
島
晴
雄

八
元
・
神
戸
新
聞
社
論
説
委
員
長
Ｖ

小
笠
原
暁

八
芦
屋
大
学
教
授
Ｖ

曲
選
考
経
過

所
在
地

西
宮
市
浜
樫
原
町
二
丁
目
二
一

電
話
○
七
九
八
（
三
二
）
二
三
一
八

１．城崎郡日高町
２．明石市民のコミュニティ活動
３．一宮町文化協会
４．尼崎郷土史研究会
５．尻池南部地区自治連合協議会
６．月刊神戸っ子
７．明延ふるさとづくりの会
８．ＫＩＣＳ

９．丸山地区住民自治協議会
[ ０．アンドレ・プリューネ
1 1 ．神戸新聞文化センター
1 2 ．尼崎市演劇連絡協議会
1 3 ．ブナを植える会
1 4 ．松島興治郎
1 5 ．山村留学制度

山
村
硝
子
株
式
会
社
は
昨
年
ま
で
様

々
な
賞
を
辞
退
し
続
け
て
き
た
。
あ
き

び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
あ
く
ま
で

全
国
二
万
三
千
カ
所
の
カ
レ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
で
働
く
人
達
が
行
っ
て
き
た
こ
と

で
あ
り
、
会
社
だ
け
が
表
彰
さ
れ
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
と
い
う
謙
虚
な
態

度
か
ら
で
あ
っ
た
。
今
回
は
そ
の
か
た

く
な
さ
を
少
し
改
め
て
、
大
変
な
回
収

作
業
を
す
る
人
達
の
励
み
に
な
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
の
受
賞
と
な
っ
た
。

そ
の
他
で
は
加
年
以
上
ゴ
ミ
拾
い
を

続
け
美
化
に
貢
献
し
て
き
た
三
原
郡
三

原
町
の
高
見
利
夫
さ
ん
、
地
域
社
会
の

特
性
を
確
認
し
、
新
し
い
地
域
文
化
の

創
造
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
設
け
ら
れ

た
甲
南
大
学
の
総
合
科
目
「
神
戸
っ
子

の
こ
う
べ
老
」
の
三
年
間
分
を
市
民
向

け
に
出
版
し
た
「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ

考
」
、
ま
た
、
身
体
障
害
者
や
精
神
薄
弱

児
に
よ
る
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
、
名
刺

や
葉
書
き
な
ど
の
紙
に
す
る
和
紙
作
り

を
進
め
て
い
る
丹
波
の
連
合
婦
人
会
が

候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。4７

④
受
賞
メ
モ
リ
ア
ル
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し
長
く
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。こ

の
よ
う
に
長
期
間
継
続
し
キ
メ
細

か
く
取
材
し
た
記
録
は
例
が
な
く
映
像

に
よ
る
記
録
と
あ
わ
せ
て
県
民
ば
か
り

か
国
の
レ
ベ
ル
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
放
送
開
始
以
来
、

各
地
を
一
緒
に
歩
い
た
参
加
者
の
べ
２

５
，
０
０
０
人
を
軸
に
広
範
な
読
者
を

獲
得
す
る
と
と
も
に
、
読
者
を
中
心
に

歴
史
や
文
化
を
訪
ね
る
グ
ル
ー
プ
が
生

ま
れ
、
さ
ら
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
歴
史
や
文
化
探
訪
コ
ー
ス
の
先
鞭
を

つ
け
た
他
、
文
化
財
や
自
然
の
保
存
、
町

の
活
性
化
に
も
役
立
つ
な
ど
社
会
的
に

も
広
が
り
を
見
せ
た
。
八
松
田
濫
二
Ｖ

所
在
地

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
鍋
１
７

電
話
○
七
八
（
一
一
三
一
）
四
四
○
一

同
名
の
テ
レ
ビ
番
組
を
基
に
編
集
し

た
シ
リ
ー
ズ
４
冊
目
（
完
結
）
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
昭
和
甥
年
の
放
送
開
始
以

来
、
番
組
の
歩
み
と
と
も
に
節
目
を
と

ら
え
て
刊
行
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
番
組

は
、
こ
の
６
月
皿
回
を
迎
え
、
そ
の
間

訪
ね
た
市
町
は
兵
庫
県
下
虹
市
町
の
内

両
市
町
に
上
っ
た
。

「
兵
庫
史
」
が
歩
ん
だ
道
の
り
は
、
モ

ノ
か
ら
心
へ
価
値
観
も
激
変
し
た
肥
年

で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
ふ
る
さ
と
の
歴

史
や
自
然
環
境
を
大
切
に
し
よ
う
と
云

う
意
識
が
高
ま
る
一
方
、
開
発
や
自
然

破
壊
も
進
み
、
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
。

シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
陰
に

埋
没
し
が
ち
な
歴
史
や
文
化
を
掘
り
起

こ
し
直
接
目
で
確
か
め
、
広
く
紹
介
す

る
と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
兵
庫
」
を
記
録

報
道
出
版
部
門

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
キ
メ
細
く

取
材
し
記
録

「
兵
庫
史
を
歩
ノ
、
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
・

姫
路
支
局
編☆

選
考
委
員

松
田
鍔
二

八
㈱
ラ
ジ
オ
関
西
取
締
役
社
長
Ｖ

西
昭
道

八
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
Ｖ

一
二
木
康
弘

八
神
一
戸
新
聞
社
論
説
委
員
長
Ｖ

●
第
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今
年
の
報
道
出
版
部
門
は
、
八
報

道
Ｖ
で
は
ラ
ジ
オ
関
西
開
局
如
周
年
記

念
特
別
番
組
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ー
ク

Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ｖ
Ｅ
Ｒ
」
を

八
出
版
Ｖ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
・

姫
路
支
局
編
の
「
兵
庫
史
を
歩
く
」
が

候
補
に
あ
が
っ
た
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ー
ク
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
は
、
兵
庫
に

ゆ
か
り
の
豪
華
ゲ
ス
ト
が
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
て
登
場
し
、
主
と
し
て
文
化
の
面

か
ら
兵
庫
を
語
る
と
い
う
企
画
。

「
兵
庫
史
を
歩
く
」
は
、
同
名
の
テ

レ
ビ
番
組
を
基
に
編
集
し
た
シ
リ
ー
ズ

４
冊
目
に
な
り
、
完
結
編
に
な
る
。

こ
の
２
つ
の
候
補
が
最
後
ま
で
受
賞

を
争
っ
た
が
、
最
終
的
に
昭
和
甥
年
の

放
送
開
始
以
来
長
時
間
に
渡
り
キ
メ
細

か
く
取
材
し
た
記
録
は
他
に
例
が
な

く
、
県
民
だ
け
で
な
く
国
の
レ
ベ
ル
で

も
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
「
兵
庫
史
を
歩
く
」
に
決
定
し
た
。

昨
年
同
様
、
報
道
と
出
版
を
同
次
元

で
選
考
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
と
す

る
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

》
》
癖
》
翰
錨
』

、
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

■
選
考
経
過
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種
の
研
修
へ
の
招
待
、
フ
エ
ス
ピ
ッ
ク

ヘ
の
招
待
な
ど
実
に
多
様
な
交
流
に
努

め
て
き
た
。
数
え
あ
げ
る
と
実
に
多
様

で
、
近
く
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
を
贈
る

予
定
も
た
て
て
お
ら
れ
る
。
単
な
る
旅

を
契
機
に
し
て
、
人
と
人
と
の
交
流
か

ら
国
と
国
と
の
交
流
ま
で
進
め
て
こ
ら

れ
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
歩
み
を
み
な
さ

ん
と
と
も
に
讃
え
た
い
。八

新
野
幸
次
郎
Ｖ

☆
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

八
神
戸
大
学
名
誉
教
授
Ｖ

宇
都
宮
浩
・

八
兵
庫
県
国
際
交
流
憧
会
理
事
Ｖ

住
野
和
子

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

方
四
歩
勃
斗
弄
程
吟
邪
症
レ
タ
ー
〉

未
知
な
も
の
へ
の
探
求
心
、
秘
境
へ

の
憧
れ
、
神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会
は

考
え
て
み
る
と
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
協
会
は

一
九
八
○
年
、
長
島
隆
氏
や
寺
本
混
氏

ら
か
ら
成
る
ブ
ー
タ
ン
へ
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
隊
の
入
国
を
契
機
に
し
て
、
翌
八

一
年
一
月
に
創
立
さ
れ
た
。
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
と
い
う
の
は
、
長
い
骨
の
折
れ
る

旅
を
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
爾
来
、

協
会
は
外
交
関
係
の
な
か
っ
た
ブ
ー
タ

ン
王
国
と
の
国
交
樹
立
（
八
六
年
）
に

役
割
を
果
し
た
ほ
か
、
同
国
へ
の
二
回

に
亘
る
ミ
シ
ン
の
贈
呈
、
消
防
車
や
救

急
車
や
乗
用
車
や
編
み
機
の
贈
呈
や
そ

の
操
作
方
法
の
指
導
を
は
じ
め
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
へ
の
選
手
の
招
待
、
各

美
し
い
自
然
と
素
朴
な
心
を

持
つ
人
々
と
の
交
流

国
際
交
流
部
門

神
戸
ブ
ー
タ
ン

友
好
協
会

●
第
肥
回
井
植
文
化
賞

／、

画
選
考
経
過

皇’・加藤一郎〈淵惑難喜蕊会長＞
;ａ神戸日本ﾁﾘ協会
了３.神戸ＹＭＣＡクロスカルチユ
アラルセンター／留学生ホスト
ルファミリープログラム

４．ＣＨＩＣ

５．アルカディア協会

所
在
地

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
‐
１
１
６

電
話
○
七
八
（
二
六
一
）
二
六
二
八

:職､謬露
, ”ず需誌鞠

:盤垂！

１
４９
１

活
動
し
て
い
る
年
数
を
重
視
す
る
か

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
も
の
で
も
、
話
題
性

や
そ
の
効
果
を
重
視
す
る
か
、
選
考
の

基
準
が
難
し
い
国
際
交
流
部
門
も
今
回

で
６
回
目
を
迎
え
た
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
新
聞
を
発
行
し
て

い
る
ス
パ
イ
ス
、
主
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
交
流
を
持
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
垂
水
区
団
地
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

主
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
、
孤
児
院
の
建
設
等
に
た
ず
さ
わ
る

国
際
エ
ン
ゼ
ル
協
会
、
ブ
ー
タ
ン
と
の

相
互
理
解
を
通
じ
て
両
国
の
友
好
親
善

に
寄
与
す
る
神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
協

会
、
そ
し
て
話
題
性
の
高
い
と
こ
ろ
で
、

９
月
４
日
「
四
シ
谷
怪
談
」
の
公
演
を

行
う
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
留
学
生

を
集
め
た
劇
団
フ
ァ
ン
ト
ム
が
、
候
補

に
挙
が
っ
た
。

選
考
の
結
果
、
設
立
ｎ
年
、
地
道
な

活
動
が
キ
ラ
リ
と
光
る
神
戸
ブ
ー
タ
ン

友
好
協
会
が
、
万
場
一
致
で
今
年
の
井

植
文
化
賞
に
決
定
し
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
を
め
ざ
し
て

、

椎
母
嘩
排
さ
ん
〈
蕊
擁
識
青
塞
帳
縫
識
局
〉

ｌ
学
校
週
５
日
制
の
導
入

豊
か
な
体
験
を

子
供
た
ち
に
／
、

5０

ノ

こ
の
だ
び
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
辺
で
キ
ャ
ン
プ
も
楽
し
そ
う
。
そ
し
て
草
花
や
野
鳥
の
観
察
や
写

が
公
布
さ
れ
、
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
生
。
学
校
の
勉
強
は
ふ
だ
ん
の
日
に
や
っ
て
い
る
か
ら
も
う
充
分

並
び
に
盲
学
挟
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
に
お
い
て
、
平
成
４
年
で
す
。
こ
の
休
み
ぐ
ら
い
は
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ

９
月
１
日
か
ら
、
毎
月
の
第
二
土
曜
日
を
休
業
白
と
す
る
学
校
週
い
を
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

５
日
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
、
疲
れ
た
体
で
ゴ
ル
フ
ば
か
り
行
っ
て
な
い
で
、
子

休
み
が
一
日
増
え
る
だ
け
で
、
別
に
た
い
し
た
変
化
は
な
い
？
供
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
供
の
う
れ
し

い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
そ
う
な
顔
を
見
た
ら
疲
れ
も
ふ
っ
と
ぶ
で
し
ょ
う
。
今
、
お
父
さ

に
と
っ
て
も
こ
の
一
日
の
休
み
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
す
。
ん
に
と
っ
て
も
勇
気
と
決
断
の
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
供
と
大
人
が
地
域
社
会
で
一
緒
に
目
を
輝
か
せ
て
、
さ
ま
ざ
夏
休
み
が
終
っ
た
あ
と
、
９
月
他
日
が
そ
の
初
め
て
の
土
曜
日

ま
な
体
験
を
し
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る
絶
好
の
場
、
そ
れ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
夏
休
み
を
ど
う
過
ご
す
か
に
よ
っ
て
、
土
曜

は
け
っ
し
て
〃
知
識
中
心
型
″
の
学
校
だ
け
で
得
ら
れ
る
も
の
で
の
休
み
の
過
ご
し
方
も
決
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
は
。
お
父
さ
ん
、
お

は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
、
文
化
活
動
や
母
さ
ん
が
忙
し
く
て
も
、
子
供
た
ち
に
は
地
域
社
会
で
さ
ま
ざ
ま

ス
ボ
ト
ツ
な
ど
、
学
校
の
外
で
の
〃
体
験
中
心
型
″
の
生
活
に
力
な
活
動
の
場
が
あ
り
ま
す
。
文
化
施
設
も
広
く
開
放
さ
れ
ま
す
。

を
入
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
週
５
日
制
は
そ
の
活
動
週
５
日
制
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
世
界
を

を
応
援
す
る
た
め
生
ま
れ
た
の
で
す
。
広
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

．
ま
ず
子
供
た
ち
を
家
庭
に
帰
そ
う
。
そ
れ
が
こ
の
一
日
の
休
み

の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
こ
で
一
番
大
切
な
の
が
、
お
父
さ
ん
■
お
問
い
合
わ
せ
は

お
母
さ
ん
の
出
番
。
子
供
に
お
手
伝
い
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。
料
理
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
・
文
化
財
課

洗
濯
、
庭
仕
事
、
車
洗
い
。
土
日
の
運
休
を
利
用
し
て
近
く
の
川
公
０
７
８
１
３
６
２
１
３
７
８
０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



q蜜

、
／

:鵜
也

1
J

､<等妻
戸
一

lＩｆ
へ

⑩罵
り

園
咽

¥

鋪
ぱ

,
９

｢
ノ

吃

QA
N今

パrr
Q)J
』

、′
tｅ

銀 パ

｡

~

(b；

⑥
緬熱
,蝶

）ﾐ
、勇
二命
や壮

－
－
～
二
～
Ｓ
ミ

oｆ

仏

』

,Ｉ ｸ
ﾉ

蝋
認

０
⑰？

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



雷
雲

１
５２
１

葬
弘

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

認

漣

門
兆
鴻
氏
邸麹

識繍桝耀蕊
苧駕。．‐.､畠_患'＃．．：.｡;.．･･･､蒜罰f琴

〈
画
家
〉

小
松
益
一
号

Ｌ

･VF‘

懲諜鍋

篭

鍵

'篭，蕊鍵

私
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
異
人
館
の

う
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
百
年
に
も
な
ろ
う
と
い

う
古
い
煉
瓦
塀
を
も
つ
門
兆
鴻
氏
邸
が
好

き
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
異
人
館
ら

し
い
特
徴
を
具
え
て
い
る
。
第
一
、
床
か

ら
天
井
ま
で
が
一
一
メ
ー
ト
ル
近
く
あ

り
、
床
は
か
つ
て
外
人
が
靴
ば
き
の
ま
ま

で
歩
い
て
い
た
感
じ
が
よ
く
保
存
さ
れ
て

い
て
面
白
い
。
女
中
部
屋
も
き
ち
ん
と
付

い
て
お
り
、
風
呂
場
も
葡
萄
酒
置
場
も
昔

の
ま
ま
に
、
完
壁
な
設
備
が
整
っ
て
い

る
。
勿
論
鎧
窓
も
付
い
て
お
り
、
現
在
は

使
っ
て
な
い
が
、
赤
煉
瓦
の
煙
突
も
付
い

て
い
る
。
よ
く
見
れ
ば
煉
瓦
塀
の
目
地
が

処
々
飛
ん
で
、
下
地
の
黒
い
色
が
出
て
い

る
。
通
用
門
の
右
側
の
煉
瓦
塀
の
、
補
装

を
仕
直
し
た
目
地
の
と
り
方
が
と
て
も
面

白
く
、
今
更
の
よ
う
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
。
母
屋
が
二
棟
に
な
っ
て
、
そ
の
鬼
瓦

が
日
本
建
て
で
な
く
、
円
錐
形
の
尖
端
飾

り
の
つ
い
て
い
る
の
も
面
白
く
、
大
い
に

画
心
を
そ
そ
ら
れ
る
。
私
の
好
き
な
建
物

の
所
以
で
あ
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



削り

建
築
に
つ
い
て
の
知
識
は
乏
し
い
の
だ

が
、
建
築
物
を
眺
め
る
の
は
好
き
だ
。
そ

れ
も
、
建
築
自
体
を
と
い
う
よ
り
は
、
周

辺
の
生
活
環
境
や
移
り
ゆ
く
季
節
感
の
中

に
置
い
て
見
る
の
が
よ
い
。
そ
れ
に
し
て

も
神
戸
の
建
築
は
、
随
分
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
る
と
思
え
る
。
旧
ハ
ッ
サ
ム

邸
や
ハ
ン
タ
ー
邸
に
代
表
さ
れ
る
異
人
館

は
も
と
よ
り
、
移
情
閣
、
白
鶴
美
術
館
な

ど
の
和
漢
洋
折
衷
様
式
、
旧
南
蛮
美
術
館
、

旧
関
学
図
書
館
、
市
立
博
物
館
、
神
戸
税

関
本
館
、
あ
る
い
は
ま
た
最
新
の
技
術
と

デ
ザ
イ
ン
の
粋
を
尽
く
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
の
高
層
建
築
群
や
市
役
所
新
庁

舎
等
々
、
異
色
の
建
築
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
数
あ
る
そ
の
中
で
好
き
な
建
物

を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
先
年
ま
で
兵
庫
県
庁

南
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
県
庁
迎
賓
館

な
ど
ど
う
だ
ろ
う
。
け
っ
し
て
壮
麗
華
美

の
趣
で
は
な
く
、
本
来
む
し
ろ
実
用
性
を

旨
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
論
何
と
な
く
心
が
な
ど
む
の
は
、
か

つ
て
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
た
日
常
時
間

の
記
憶
を
、
建
物
の
ど
こ
か
に
と
ど
め
て

い
る
せ
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

兵
庫
県
庁
迎
賓
館

Ｐ
・
■
画

鈴
木
漠

〈
詩
人
〉
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５３
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毒

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

神
戸
市
庁
舎

１
５４
１

神
戸
市
の
新
し
い
超
高
層
建
築
と
し

て
、
新
市
庁
舎
は
ス
ペ
イ
ン
産
の
石
貼
の

白
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
現
代
的
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
と
共
に
、
市
民
的
利
用
も
行
わ

れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
枇
界
的
な
彫
刻
が
、
日
本
現

代
の
一
流
の
作
家
三
人
の
作
品
と
共
に
、

一
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

よ
り
素
晴
ら
し
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
会
の
部
分
と
市
の
部
分
と
が

た
く
み
に
分
離
さ
れ
て
い
て
、
建
築
計
画

の
む
つ
か
し
さ
を
克
服
し
て
来
て
い
る
。

た
だ
、
外
部
空
間
が
も
う
少
し
と
れ
れ

ば
と
思
う
気
分
は
変
わ
ら
な
い
。

神
戸
の
街
は
、
建
築
自
身
が
ま
ず
よ
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
神
戸
の
品
格
を

高
め
る
も
の
に
ま
す
ま
す
な
っ
て
い
く
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ま
だ
格
調

と
ゆ
と
り
を
期
待
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
だ

ろ
う
か
。

〈
神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
〉

嶋
田
勝
次

,ｔ’
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＋

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

神
戸
市
立
海
洋
博
物
館

碑
禽
幽
電

■
ザ
輔
一
寺
１

曲
斌
凸
劃
』
一
】
乳
諭
遺
昏
睡
■
、
『
電

酋
』
■
。
》

普霧露一
『
牛
怠
Ｒ
一
一
審

・
韓
謬

襲鍵§ Ｉ姓填鋸：
単･ 零

１
５５
１

幹
『■

聡箪灘！

〈
版
画
家
〉

川
西
祐
三
郎

弓

蕊難蕊蕊溌騨

藁嘩！
４，

開
港
百
二
十
年
の
節
目
の
年
に
、
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
の
中
心
施
設
と
し
て
出
現
し

た
神
戸
海
洋
博
物
館
は
、
意
表
を
つ
く
モ

ダ
ン
な
外
観
で
西
隣
り
に
そ
び
ゆ
る
真
紅

の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
と
組
合
せ
た
風
景
が
相

乗
効
果
を
生
み
出
し
た
。
特
に
夜
景
の
ラ

イ
ト
ァ
ッ
プ
は
神
戸
港
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

海
洋
博
物
館
は
神
戸
の
山
か
ら
の
ワ
イ

ド
な
眺
望
の
中
で
も
、
海
か
ら
見
た
風
景

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
で
あ

る
。
天
に
向
っ
て
多
方
向
に
伸
び
る
三
角

形
の
純
白
の
ネ
ッ
ト
は
、
空
へ
舞
上
る
鶴

が
白
い
羽
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
姿
に
も
見
え

る
。
近
く
は
隣
り
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
赤

い
色
と
並
ん
で
一
層
効
果
が
す
ば
ら
し
い

が
、
港
の
扉
風
の
よ
う
に
続
く
六
甲
の
山

並
み
の
緑
と
も
よ
く
調
和
し
て
い
る
し
、

大
阪
湾
に
ひ
ろ
が
る
紺
碧
の
海
と
も
と
て

も
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
平
凡
な
箱
の

よ
う
な
近
代
ビ
ル
の
建
ち
並
ぶ
市
街
の
中

に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
大
胆
な
ス
タ
イ
ル

が
神
戸
の
街
の
風
景
の
す
ば
ら
し
い
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
私
が
最
も
気
に

入
っ
た
建
物
で
あ
る
。
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１
５６
１

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

第
一
勧
業
銀
行
神
戸
支
店
蕊
》
則
明

,＊

こ
の
建
物
は
大
正
五
年
旧
三
井
銀
行
神

戸
支
店
と
し
て
、
建
築
家
長
野
字
平
治
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
以
来
日
本
は
欧
米
列
強
に
追

い
付
け
追
い
越
せ
と
切
瑳
琢
麿
し
て
、
最

初
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
お
傭
い
外
国
人
を

招
い
て
建
物
を
設
計
さ
せ
、
又
日
本
人
を

教
育
し
た
。
東
大
の
前
身
で
あ
る
造
家
学

科
を
卒
業
し
た
エ
リ
ー
ト
達
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
留
学
し
、
や
が
て
役
所
、
裁
判
所
、
銀

行
等
が
日
本
人
の
手
で
設
計
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
し
か
し
当
初
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

様
式
を
一
生
懸
命
真
似
る
こ
と
に
せ
い
一

杯
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
固
さ
や
幼
稚
性
を
感

じ
取
れ
た
。
明
治
も
終
り
大
正
に
な
る
と

日
本
人
の
デ
ザ
イ
ン
も
欧
米
の
何
処
に
持

っ
て
行
っ
て
も
は
ず
か
し
く
な
い
も
の
が

出
来
上
る
。
そ
の
代
表
が
第
一
勧
銀
神
戸

支
店
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

特
に
南
正
面
の
独
立
柱
は
イ
オ
ニ
ア
式

柱
頭
と
て
女
の
足
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
曲

線
が
ま
ば
ゆ
い
。
正
面
入
口
の
黒
大
理
石

の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
、
バ
ン
キ
ン
グ

ホ
ー
ル
の
吹
抜
の
大
き
な
白
い
窓
の
繊
細

な
カ
ー
ブ
を
見
て
も
見
事
で
あ
る
。

建
物
が
持
つ
神
殿
の
様
な
荘
厳
さ
と
、

曲
線
の
持
つ
や
さ
し
さ
、
デ
ィ
テ
ィ
ル
の

歌
声
が
聞
え
て
来
る
よ
う
だ
。

惨｢，
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神
戸
市
立
博
物
館

今

…罰可罰垣は

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

１
５７
１

＃

と
か
く
歴
史
を
軽
ん
じ
が
ち
な
神
戸

で
、
古
く
か
ら
の
名
建
築
を
活
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
は
喜
ば
し
い
。
た
と

え
ば
神
戸
市
立
博
物
館
だ
。
正
面
に
は
六

本
の
ド
ー
リ
ア
式
半
円
柱
が
並
び
、
一
階

ロ
ビ
ー
は
吹
き
抜
け
の
大
ホ
ー
ル
。
と
聞

け
ば
典
型
的
な
西
洋
ク
ラ
シ
ッ
ク
建
築
な

の
だ
が
、
観
音
開
き
の
重
厚
な
扉
や
天
井

の
格
間
は
、
ど
こ
と
な
く
日
本
的
。
階
段

が
立
派
な
の
で
、
こ
こ
を
ド
レ
ス
姿
で
降

り
て
く
る
と
、
さ
ぞ
気
持
ち
よ
か
ろ
う
。

と
思
う
の
か
、
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
た
が
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
が
多
い
。

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
イ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
四
年
前
に
私
が
企
価

し
た
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
、
今
は

地
下
の
講
堂
を
使
っ
て
い
る
が
、
本
当
は

こ
の
ロ
ビ
ー
で
や
っ
て
み
た
か
っ
た
。
大

人
の
社
交
場
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
何

と
い
っ
て
も
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主

役
は
、
ロ
ビ
ー
に
建
つ
平
清
盛
で
あ
ろ
う
。

小
さ
な
港
町
だ
っ
た
神
戸
を
国
際
都
市
に

お
し
あ
げ
、
つ
い
に
は
都
ま
で
遷
し
た
ほ

ど
、
こ
の
町
を
愛
し
た
清
盛
ｏ
性
格
も
開
放

的
で
モ
ダ
ン
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

河
内
厚
郎

〈
評
論
家
・
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

鵜 関
学
上
ヶ
原
学
舎

綴愚瀞，

●．

必

か
れ
こ
れ
二
十
年
あ
ま
り
、
関
西
学
院

文
学
部
の
美
学
研
究
室
に
通
っ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
飽
く
こ
と
の
な
い
の
は
、
こ

の
学
院
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
景
観
で
あ
る
。

甲
山
を
背
に
し
た
図
書
館
を
中
心
に
し

て
、
中
央
の
広
い
芝
生
を
囲
む
よ
う
に
し

て
、
各
学
部
の
建
物
が
並
び
立
つ
景
観
は
、

木
造
建
築
の
内
部
は
独
特
の
淡
い
陰
影
を

さ
そ
い
込
む
深
味
を
持
っ
た
構
造
で
あ
る

の
に
、
校
門
を
入
っ
て
し
ば
ら
く
歩
み
、

図
書
館
時
計
台
の
六
層
か
ら
な
る
フ
ァ
サ

ー
ド
を
始
め
、
各
学
部
の
建
築
の
フ
ー
ノ
サ

ー
ド
が
、
一
斉
に
顔
を
見
せ
る
地
点
で
は
、

明
る
い
未
来
的
な
幻
想
を
生
み
出
す
力
が

あ
る
。
原
田
の
レ
ン
ガ
学
舎
を
設
計
し
た

ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
、
ス
パ
ー
ー
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
。
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
典
型
的
な
も

の
と
は
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

甲
東
園
か
ら
の
坂
道
を
上
っ
た
折
り
、
広

い
一
本
の
並
木
道
の
向
う
に
校
門
と
時
計

台
の
あ
る
図
書
館
と
そ
の
後
の
甲
山
を
見

は
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
長
い
年
月
の
う

ち
に
こ
の
界
隈
も
、
学
舎
を
歌
う
前
奏
の

役
目
を
果
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
得
難
い

景
観
の
美
の
階
調
で
も
あ
る
。

〈
作
家
〉

山
田
幸
平

１
５８
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鍵議

繍一寧鵜蕊鍵
‘燕蕊鰯,罰

神
戸
の
街
も
現
代
建
築
と
そ
の
高
層
化

が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
未

来
都
市
の
様
相
を
み
せ
は
じ
め
て
い
る
。

や
が
て
、
そ
れ
ら
の
群
立
は
正
に
高
層
建

築
群
と
し
て
、
街
そ
の
も
の
が
機
械
的
な

マ
ッ
ス
と
し
て
の
美
し
さ
に
変
化
し
て
ゆ

く
宿
命
に
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
好
き
な
建
物
と
問

わ
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
手
づ
く
り
的
な

近
代
建
築
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
思
い

つ
い
た
の
は
、
原
田
八
王
子
公
園
Ｖ
元
関

西
学
院
の
チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
の
図
書
館
で

あ
る
。し

か
し
残
念
な
こ
と
に
は
、
い
ま
工
事

中
と
い
う
こ
と
で
、
次
に
ル
ネ
サ
ン
ス
様

式
の
栄
町
の
元
三
菱
銀
行
、
現
フ
ァ
ミ
リ

ア
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
こ
の
建
物
の
い
わ

れ
は
知
ら
な
い
が
、
石
造
建
築
と
し
て
非

常
に
い
い
素
材
の
造
り
で
、
特
に
窓
枠
、

柱
、
手
す
り
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
見
事

な
完
成
度
を
示
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ

欲
を
言
え
ば
、
Ｋ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ア
と
し
て

窓
の
中
な
ど
を
演
出
す
る
こ
と
で
謡
生
き

て
い
る
建
物
と
し
て
市
民
に
楽
し
さ
と
美

し
さ
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

フ
ァ
ミ
リ
ア
西
館

酢

'◆

〈
画
家
〉

石
阪
春
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１
６０
１

１
４
Ｉ
Ｄ
・
」

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築
、

｜
●

港
ま
ち
神
戸
の
近
代
洋
風
建
築

厚

く
“
灘
灘
繊
灘
蕊
潔
峰
筋
教
授
〉

竹
山
清
明

神
戸
旧
外
国
人
居
留
地
お
よ
び
そ
の
周

辺
（
以
下
、
港
ま
ち
神
戸
）
に
は
、
約
三

○
棟
の
、
明
治
・
大
正
。
昭
和
初
期
に
建

設
さ
れ
た
近
代
洋
風
建
築
な
ど
が
存
在
し

て
い
る
。
そ
れ
な
り
の
密
度
で
立
地
し
て

い
る
た
め
、
歴
史
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
な
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
特
に
最
近
は
、
大
丸
百
貨
店

に
よ
る
古
い
ビ
ル
な
ど
の
ク
ラ
シ
カ
ル
な

ス
タ
イ
ル
の
高
級
専
門
店
化
に
よ
り
、
ビ

ル
が
保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
全
体

が
よ
り
魅
力
的
と
な
り
、
常
時
多
数
の
購

買
客
や
観
光
客
が
散
策
す
る
ゾ
ー
ン
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
栄
町
周
辺
で
は
、
最
近

も
近
代
洋
風
建
築
の
取
り
壊
し
が
行
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
ま
た
居
留
地
内
で
も
、
景
観
的

な
レ
ベ
ル
が
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い

ビ
ル
の
新
築
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の
ま

ま
の
状
況
で
推
移
す
れ
ば
、
港
ま
ち
神
戸

の
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
に
、
マ
イ
ナ
ス
の

要
素
が
附
加
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
栄
町
の
歴
史
的
建
築
を

大
切
に
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策

定
と
そ
の
実
体
化
、
港
ま
ち
神
戸
全
体
の

景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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神
戸
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
、
中
山
手
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
。
異
人
館
街
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
に
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
し
た
、
国
際

都
市
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
教
会
で
あ
る
。

建
築
様
式
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流

行
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
。
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
は
め
込
ま
れ
た
大
き
な
窓
が
特

徴
的
だ
が
、
こ
れ
は
聖
堂
Ⅱ
神
に
出
会
う

た
め
の
場
所
と
い
う
観
念
に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
光
と
の
出
会
い

は
神
と
の
出
会
い
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

聖
書
の
場
面
が
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
１
９
６
５
年
に
フ
ラ

ン
ス
の
ガ
ラ
ス
職
人
に
よ
っ
て
特
別
に
作

ら
れ
た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
色

彩
を
受
け
つ
ぐ
、
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
。

中
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
今
や
全

国
か
ら
結
婚
式
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
と

て
も
人
気
の
高
い
教
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、

神
戸
で
は
数
少
な
い
、
自
由
に
出
入
り
の

で
き
る
教
会
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今

後
も
神
戸
を
代
表
す
る
教
会
と
し
て
人
々

に
親
し
ま
れ
、
そ
の
美
し
い
姿
を
と
ど
め

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
捧
癖
劫
掛
鋤
掛
ク
教
会
主
任
司
祭
〉

私
の
好
き
な
神
戸
の
建
築

中
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

qし

１
６１
１

ジ
ャ
ン
・
メ
ル
オ
ー

●

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




